
今週の                     全学年で

「２年生進路ガイダンス」  「進路希望調査」 

 　　　　 を迎えるにあたり   　  を実施するにあたり

 

 

 

　 自分をつくる・流れをつくる　  
 

 「湾岸ミッドナイト」楠みちはる  　　ウマくいかないその状態・・ 

 実はその裏に「新しい流れ」があることに気づいていない 
  

 たとえば【人生にはある日突然に加速がつくように変わる時】がある 

 【階段をいっきに上がるように視野が広がり見えなかったコトが見える時】だ 
  

 ・・だがその時に動けない人がたくさんいる  

 停滞した流れの時に「自分」を作っていなかったからだ 
  

 人の動きをみて動く　受け身の考え方､リアクションの生き方をする人にそれは多い 
  

 流れが悪い時はそこを抜けることばかりを考え 

 次の流れの先（将来）へ向いた考えはしにくい 
  

　 悪い流れ､乗れない流れのその裏に必ず新しい流れがある 

それを意識し　それを考え　そしてそれを信じて爪を研いでいるかだ 
 

 好きなこと､上手く出来ること､努力のいらないことを続けるのは簡単だけど

（それすら中途半端な人いませんか？） 

つまらない､上手くいかない時に､忍耐して努力を続けるからこそ　　  

自分が持っている「本当のチカラ」を開花させることができる  

自分が知らなかった「新しい世界」を見つけることができる  

自分が気づかなかった「他者からの思い」を理解することができる  

            　 　 　 　 　 　 　

 

 !  人生は"長さ"より"深さ"。自 分 を 助 け ら る も の は､今の自分の努力しかない  !  

⇒「自分と向き合う経験」をせず、ただ日々を重ねただけの"自信のない大人"たくさんいます。 

 

　 　 【自分をつくる】 それは､いざという時【対応できる自分をつくる】こと。 

　 　 　 　 【つくること】 それは､自分の努力で【不安を打ち消すものを多く蓄える】こと｡ 

　 　 【不安を打ち消すもの】 それは､"自分の努力の中"から生まれる【自分への信用】　  
 

　 　 【自分をつくる】 それは､いざという時【覚悟を決められる自分をつくる】こと。 

　 　 　 　 【つくること】 それは､他者との関わりから【大切なものを心に沢山蓄える】こと｡ 

　 　 【大切なもの】 それは､"自分の謙虚さの中"から生まれる【他者への感謝】  
 

 !  一歩踏み出そうとする時､弱気になり退こうとした時､支えになるものは､特別な存在ではなく ” 日常でつくったもの ”  ! 
⇒努力が本物なら､感謝は自然と生まれる。感謝が本物なら､努力は自然と為される。 

 進路通信      　　    題字:山口那々 実 

 

 
 

  for all（1･2･3）

 （次の流れで）本当に　    　  
自分が求めるべきもの  
自分の目指すべき方向 

が発見できる⇒



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


